
②「デジタル化」に向けた環境整備の推進�
　社会全体のデジタル化による「新たな日常」に向け、充実したIT環境を整備します。

◆デジタル化に向けた体制の強化
・�行政のデジタル化に対応するため、情報政策アドバイザーを設置し、ICTを活用した人材育成や行政業務
の効率化を図る体制を強化します。
・�GIGAスクール構想により小中学校に整備されたパソコンなどの情報機器を効果的に活用するため、ICT支
援員の派遣拡充や教職員の研修などを実施します。

◆IT技術を活用した業務改善の促進
・�子ども家庭総合支援拠点の運用にシステムを導入し、関係機関との連携をスムーズにすることで子どもや
妊産婦への福祉を充実します。
・�新しい伝送サービスの利活用や公共施設のWi-Fiエリアを拡張し、業務効率化とペーパーレス化を目指し
ます。

本年度の主な事業を紹介します

　激甚化・頻発化する水災害や大規模地震災害に備え、誰もが安心できる災害に強いまちづくりをします。

◆災害に強いインフラの整備
　大規模災害化しないよう、予防のために市道や排水路の整備・改良事業を実施します。
◆防災力の脆弱性の高い地域の解消
・�災害時に安全な活動ができるよう無線中継局を設置し、無線不感地帯を解消します。
・�津波災害からすべての人を守るため、津波避難艇を設置して津波避難空白地域を解消します。

①自然災害に強い「安心」あるまちづくり�

　郷土に誇りと愛着を持ち、思いやりの心を持って周囲と協力できる子どもや、集い・対話によって主体的
に未来を切り開いていく市民を育成します。

◆子どもたちと地域とのつながりの強化
・�小中学生を対象に、地域資源を生かした体験活動を実施してい
る青少年リーダー育成事業「御前崎クエスト」のプログラムを
拡充します。
・�子どもたちの生活習慣を安定させるために市を挙げて取り組ん
でいるスクラムスクール運営協議会。同会の活動に学校単位で
の活動を取り入れることで園・学校・家庭・地域・行政の連携
を深め、子どもたちが健やかに成長できる環境を作ります。
・�高等学佼の教育に地域の自然を生かしたマリンスポーツを取り
込むことで、学校と地域のつながりを強化します。

◆大人の「学びの場」の強化
・�ライフステージごとの目指す姿と、市内の学びの場を示した「学びの航海図」を作成します。市民一人一
人が豊かな人生を思い描き、それを具現化するため、世代にあった学習ができる環境を作ります。

③つながりを大切にした「しなやかな人」づくり
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